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研究成果の概要（和文）：疥癬は、その診断の難しさや感染力の強さから、最前線の皮膚科医にとって、常に忘れてな
らない皮膚疾患となっている。本研究の目的は、簡便・迅速で多くの検体を処理できる画期的な検査法の臨床応用であ
る。1)ヒゼンダニ特異的プライマーの作成、DNAと Loop-Mediated Isothermal Amplification（LAMP)法の条件の設定
。2）検体の採取：虫体、虫卵、排泄物などの検体から、PCRとLAPM法で増幅を行った。3）患者での応用:鏡検とLAMP法
で検討した。4) 病棟での検査:疥癬の流行があった病棟で、体幹に散発する掻痒の強い小丘疹を有する患者から検体を
採取し、検討した。

研究成果の概要（英文）：We have to remember the scabies as highly infectious disease. The purpose of this 
study is a development of easy-to-use method for diagnosis of scabies by DNA amplification. The DNA extrac
ted from scabies's bodies and eggs was used as a template. We researched by DNA sequencing of the polymera
se chain reaction (PCR) products and Loop-Mediated Isothermal Amplification(LAMP). We examined the patient
s with highly pruritic red papules, their family and all healthcare professionals in charge of the patient
s after physical examination.
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１．研究開始当初の背景 
疥癬はヒゼンダニが皮膚の角質層に寄生
して起こる感染症であり、臨床的に夜に増強
する激痒が特徴的である。確定診断には、皮
疹部から虫体や虫卵を検出する必要がある。
治療は、イベルメクチンの内服、クロタミト
ンや安息香酸ベンジルの外用である。学問的
にはあまり問題がない疾患にみえるが、実際
の診療の場では皮膚科医にとって、非常に難
義な疾患となる。 
まず、その診断である。皮膚所見だけでは
熟練した皮膚科医でも、皮膚掻痒症などとの
鑑別が難しく、鏡検もたくさんの部位から皮
膚を採取する必要があり、また偽陰性のこと
も多々あり、疑わしければ何回も行うことに
なる。 
さらに、その強力な感染力のため病棟や老
人施設などで集団発生も多く、その場合皮膚
科医は、疥癬患者はもとより、疥癬ではない
かゆみや皮疹を有する患者、また接触のあっ
た看護師、介護師、医師などの医療関係者を
すべて診察し鏡検することになる。 
また、教科書的には通常の疥癬では隔離は
必要がないとなっているが、多くの施設では
患者は隔離され、医療関係者は予防衣・手袋
の着用を強要される。このような状態は、疥
癬が終息するまで続く。 
 そこで、最前線の皮膚科分野では、鏡検法
より、より短時間に、簡便に、多くの検体を
処理できる検査法の開発と臨床応用が切望
されている。 
 
２．研究の目的 
疥癬は、その診断の難しさや感染力の強さ
から、最前線の皮膚科医にとって、常に忘れ
てならない皮膚疾患となっている。本研究の
目的は、簡便・迅速で多くの検体を処理でき
る画期的な検査法の臨床応用、ならびに今後
問題となる薬剤耐性虫の同定である。 
 
３．研究の方法 
（１）ヒゼンダニ特異的プライマーの作成
DNA と LAMP 法の条件の設定: 
① 我々はすでにヒゼンダニ DNA 塩基配列か
ら PCR を行いある程度プライマーに適した
DNA 配列を決定しているので、その部位を基
本として LAMP 法に適した種々のプライマー
を作成する。 
② 得られて PCR 産物をクローニングしてシ
ークエンスを行い DNA の配列も確かめる。 
③ 種々の温度にて反応を行い、温度・反応
時間を決定する。 
 
（２）適切な検体の採取法: 
① 虫体、虫卵、排泄物などの検体から、PCR
と LAPM 法で増幅をおこなう。 
② 増幅産物をゲルに流して確認、さらにサ
イバーグリーンや比色で定量する。 
③ また、どの程度で陽性になるか、最小量
も決定し、寝具などのゴミから検査を行う可

能性も検討する。 
 
（３）患者での実際の応用: 
① 実際に疥癬が流行している施設において、
倫理委員会での同意を取る。 
② 実際に疥癬の流行している病棟で、鏡検
とLAMP法の感度や特異度の相違を決定する。
③ また、実際に検体採取から診断までの時
間などを測定する。 
④ さらに、虫体が消失してから、どのくら
い LAMP 法が陽性になるかも検討する。 
 
（４）通常の病棟での検査: 
① 対象とする、疥癬の流行がよくみられる
施設の、倫理委員会での同意を取る。  
② 疥癬の集団発生のおこっていない老人を
主体とする病棟で、すべての患者や患者の寝
具から検体を採取する。 
③ LAMP 法を行い、潜在する患者がどのくら
いいるのかも調査してみる。 
 
（５）イベルメクチン耐性ヒゼンダニの同
定： 
本法によるマススクリーニングからイベル
メクチン耐性のヒゼンダニの存在を突き止
める。 
 
４．研究成果 
(1)ヒゼンダニ特異的プライマーの作成、DNA
と Loop-Mediated Isothermal Amplification 
（LAMP)法の条件の設定:我々はすでにヒゼ
ンダニ DNA塩基配列から PCRを行いある程度
プライマーに適したDNA配列を決定していた
ので、その部位を基本として LAMP 法に適し
た種々のプライマーを作成し、 得られた PCR
産物をクローニングしてシークエンスを行
い DNA の配列を確認、種々の温度にて反応を
検討した。 
 
(2）適切な検体の採取法:虫体、虫卵、排泄
物などの検体から、PCR と LAPM 法で増幅をお
こなった。 また、どの程度で陽性になるか
調べるため、寝具などのゴミから検査を行う
ことも検討した。 
 
(3）患者での実際の応用:実際に疥癬が流行
している施設において、倫理委員会での同意
を得て、鏡検と LAMP 法の感度や特異度の相
違を検討した。担当した医師により差が見ら
れたが、実際に問診、診察、検体採取から診
断に至るまでの時間は、患者１名あたり
10-15 分を要した。また、鏡検で虫体が消失
後も LAMP 法が陽性になるか検討した。 
 
(4) 通常の病棟での検査:倫理委員会での同
意のもと、当院と関連病院を受診した、臨床
症状（体幹や陰部、大腿および上腕内側、指
間部といった皮膚のやわらかい部位に 2-5mm
大の淡紅色小丘疹が多発）から疥癬が疑われ
た患者から、診断のため、角層ごとピンセッ



トでつまんで検査材料を採取し、KOH 法にて
虫体や虫卵を直接証明して診断をした。臨床
症状および鏡検で疥癬と診断した患者 11 名
でオイラックス軟膏を頸部から下の全身に
くまなく塗布し、施設により安息香酸ベンジ
ル外用も併用した。幼児を除き、肝腎機能障
害を有さず、内服可能と判断された患者でイ
ベルメクチンを内服し、改善がみられた。ま
た疥癬の集団発生のおこっていない老人を
主体とする病院やベットを共用する人工透
析病院で体幹に散発する掻痒の強い小丘疹
を有する患者で鏡検を行い、潜在する患者が
どのくらいいるのか調査した。 
 
(5) イベルメクチン耐性ヒゼンダニの同定： 
臨床症状および鏡検で疥癬と診断した患者
11 名のうち、幼児を除き、肝腎機能障害を有
さず、内服可能と判断された患者でイベルメ
クチンを内服したところ、改善がみられ、薬
剤耐性虫は同定できなかった。 
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